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4月 8日 、村内各小学校で一斉に入学式が行

われ、26名 の新入生が楽 しい学校生活 をスター

トさせ ました。

ちょっぴ り照れ くさそうにしなが らも元気い

っぱいの様子が印象的で した。
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新しい視点で、

予算は26億38∞万円でスタート

市
浦
村
議
会
二
月
定
例
会
が
三
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で

開
か
れ
、
平
成
八
年
度

の

一
般
会
計
予
算
及
び
下
水
道
事
業

特
別
会
計
な
ど
六
特
別
会
計
予
算
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

現
在
、
地
方
財
政
は
景
気

の
低
迷
を
反
映
し
て
、
引
き
続

き
厳
し

い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中

で
新
年
度
予

算
は

「
豊
か
さ
と
住
み
良
さ
の
充
実
」
を
目
指
し
、
こ
れ
ま

で
以
上

に
財
政

の
健
全
性
確
保

に
努
め

“
新
時
代
を
先
取
り

す
る
戦
略
”

に
沿

っ
た
意
欲
的
な
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度

の

一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２６
億

３
、
８
０
０
万
円
で
、
前
年
度

に
比

べ
０
　
７
％
の
増
額
と

な
り
、
下
水
道
事
業

や
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
各
財

産
区

の
六
特
別
会
計
予
算
を
合
わ
せ
た
総
予
算
は
３６
億
４
、

１
９
３
万
２
千
円

で
、
前
年
度
と
比

べ
５
　
３

％
の
増
額
と

一般会計の村民 1人あたりに使われているお金は、791′005円です。
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ります。
しかし、人口減少に歯止めをかけることはできませんで

したが、この山のように動かない「過疎の山」を動かし、
何とか活力のある村にしようという願望が実り、少しずつ
ではありますが山が動き出したようなように思います。
道路や学校、公共施設は見違えるようになり、 トマ ト農

業でもついに2千万円の農家が誕生し、十三湖のシジミ漁
業でも1人あたり500万 円の生産をあげるなど元気を取り
戻しつつあります。また、食糧新時代を迎え、21世紀に生
き残れる農業を目指して過去の試練を乗り越え、ほ場整備

くり、 7月 に十三湖で「姫神コンサート」を開催すること
とし、また10月 には、しうら音頭製作 5周 年に記念事業と
して会員5千 人を有する「四国民舞輪の会」との交流フェ
ステイパルを計画しており、さらに6月 オープン予定の総
合交流センターを拠点にして、都市との地域交流を一層深
めていく考えであります。

また、在宅の寝たきり老人の福祉の充実を図るため、4

月から在宅介護支援センターをオープンしたほか、ホーム
ヘルパーの24時 間支援体制も実施する考えであり、塩水治
療温泉の開発や下水道の本格着工、村のメインストリート
を想定した16メ ートル道路の建設、さらには情報化時代に

ミ新しい発想・

会計
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平成 8年度会計別予算額

l億 7,084万 円 1億  484万 円

3億  61万 円

1億 7,126万 円

3億4,185万 円

36億4,193万 円

:
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=平 成 8年 度 の 主 な 事 業 =
総 務 費      383′ 255千円 土 木 費     312′ 149千円

チ

髭

公用車車庫等増築工事

31,621千 円

姫神コンサー ト実行委員会

補助金     lo,ooO千 円

旧社協増改築工事

1,500千 円

。相内太田鏡線道路改良事業

100,000千 円

。新相内十三線道路改良事業

・脇元・十三漁港局部改良事業

負担金     22,000千 円

民 生 費     383′ 797千円 消 防 費      177′ 199千円

高齢者生活福祉センター

運営委託料   30,000千 円

在宅介護支援センター

運営委託料   H!200千円

地域福祉ほのぼの交流事業

5,740千 円

津軽北部広域事務組合負担金

134,500千 円

消防ポンプ自動車整備事業

16,500千 円

小型動カポンプ付積載車

整備事業    7,000千 円

農林水産業費     333′ 745千円 教 冑 費       241′ 913千 円

水産資源活用基盤整備事業

98,708千 円

交流広場整備事業

33,800千 円

県営実取地区担い手育成基盤

整備事業費負担金 5,168千円

十三湊遺跡発掘経費

30,448千 円

管内小学校コンピュータ

整備事業    H,905千 円

外国青年招致事業

4,485千 円

商 費        95,116千円工 そ の 他 710′ 826千 円

大田ふれあい公園整備事業

20.100千円

福島城遺跡公園整備事業

16,940千円

山王坊遊歩道整備事業

4,072千円

津軽広域水道企業団負担金

19,547千 円

西北五環境整備事務組合

負担金     14,007千円

一日ドック委託料

13,012千 円

口

園

囲

日

四
月

一
日
付
け
で
、
役
場
職
員
の

人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
）内
は
旧
所
属
で
す
。

〔課
長
級
〕
　
　
　
　
　
・

▼
出
納
室
長

（安
東
の
里
振
興
室
長
）

古
川
徹
▼
教
育
委
員
会
次
長

⌒出
納

室
長
）
鳴
海
文
保
▼
安
東
の
里
振
興

室
長

（教
育
委
員
会
次
長
）
白
川
隆

治〔
一
般
職
員
〕

▼
脇
元
出
張
所
用
務
員

（金
高
相
内

分
校
用
務
員
）
櫛
引
智
恵
▼
十
三
保

育
所
給
食
婦
兼
用
務
員

（市
浦
中
学

校
給
食
婦
）
三
上
キ
ヨ
エ
▼
市
浦
診

療
所
用
務
員

（脇
元
出
張
所
用
務
員
）

佐
々
木
礼
子
▼
教
育
委
員
会
用
務
員

（総
務
課
用
務
員
）
三
和
夏
子
▼
相

内
小
学
校
用
務
員

（市
浦
中
学
校
給

食
婦
）
三
和
葉
子
▼
市
浦
中
学
校
給

食
婦

（相
内
小
学
校
用
務
員
）
工
藤

良
子
▼
同
給
食
婦

⌒十
三
保
育
所
給

食
婦
兼
用
務
員
）
葛
西
く
み
子
▼
同

用
務
員

（教
育
委
員
会
用
務
員
）
三

和
チ
ョ
エ
▼
金
高
相
内
分
校
用
務
員

⌒市
浦
中
学
校
用
務
員
）
豊
島
サ
チ

〔新
採
用
〕

▼
総
務
課
総
務
係
主
事
補
　
一二
上
洋

▼
建
設
課
土
木
係
主
事
補
　
村
元
宏

禎
▼
十
三
小
学
校
用
務
員
　
奈
良
和

之〔退
　
職
〕

▼
脇
元
小
学
校
用
務
員
　
山
田
い
つ



木津谷 優 子
お花屋さん

ビ
カ
ピ
カ
の

年
生
た
集
合
r

成 田 智 哉 帯 川 瑛 迅 柏 谷 壮望言:
パイロノト  おもちゃ屋さん トラノクの運転手

め拓
手

“智
踊

田
和

士〇
バ
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糸 谷 寛 将

山 崎  俊

秋田谷 優 衣

じ
司
ん

い穣
慶

山
炭

下
ね

な本不
ん

か加
綺

〈
フ
お

い晦
」

さ
沙

家
上
ガ

一二
マ

村
内
の
各
小
学
校
に
二
十
六

人
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

将
来
ど
ん
な
″夢
″を
描
い
て

い
る
の
か
子
供
達
に
聞
い
て
み

目
闇
園

（一“一】轟　　̈一

山 田 ノ」ヽ春

石 岡 麻由子

秋田谷 真 由

秋 田 圭 太
かべをはる仕事

植 野 由華子

‘
本
示か香

議
一
静

¨
宗

手

め
剛

・選

岡

劾

石

サ

山 田 千 草 渡 辺 亜梨沙

目
闇
園｝一一

品は』
村

ち

一化
お

さ
希

ん
山
腱

苦

で

小山内理佳子

長谷川比奈子
お花屋さん

336-
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満
開
！
上
野
公
園
で
太
刀
振
り

域
を
犯
罪
か
ら
守
る

７
人
に
防
犯
指
導
隊
委
嘱
状
を
交
付

四
月

一
日
、
金
木
地
区
防
犯
指
導
　
　
事
故
が
な
く
な
る
よ
う
全
力
を
尽
く

隊
市
浦
支
隊
員
七
名
に
委
嘱
状
が
交
　
　
し
ま
す
」
と
今
後
の
活
動
の
抱
負
を

付
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
述
べ
て
い
ま
し
た
。

市
浦
支
隊
は
、
昭
和
五
十

一
年
に
　
　
　
委
嘱
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り
ｃ

結
成
し
、
今
年
で
二
十
年
を
迎
え
、　
　
　
▼
支
隊
長

七
名
は
、
全
員
が
新
人
で
任
期
は
二

年
、
新
支
隊
長
の
成
田
武
司

（相
内
）

さ
ん
は

「安
全
で
明
る
い
住
み
よ
い

村
に
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
地
域
か
ら
犯
罪
や

東
京

・
相
内
会

（会
長

・
鳴
海
憲

也
）
で
は
去
る
四
月
七
日
、
東
京

・

上
野
公
園
で
親
睦
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
相
内
小
学
校
創
立
百

周
年
記
念
式
典
に
参
加
し
た
人
た
ち

が
、
都
会
で
暮
ら
し
て
い
る
同
郷
者

が
集
い
、
励
ま
し
合
い
、
楽
し
む
機

会
を
つ
く
ろ
う
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
親
睦
会
は
毎
年
、
上
野
公
園
の

桜
が
満
開
と
な
る
四
月
の
第

一
日
曜

東
京

・
相
内
会

が
親
睦
会

日
に
開
い
て
い
る
も
の
で
、
今
回
が

十
九
回
目
。

こ
の
日
は
、
約
六
十
人
の
会
員
が

集
ま
り
、
会
場
に
は

「東
京

・
相
内

会
」
の
横
断
幕
を
掲
げ
、
ふ
る
さ
と

の
郷
土
芸
能

・
太
刀
振
り
や
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
が
行
わ
れ
、
周
囲
か
ら
も
大

喝
来
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
村
か
ら
も
高
松
隆
三
村
長
、

桑
野
邦
夫
企
画
財
政
課
長
が
参
加
し
、

成
田
武
司

（相
内
）

▼
副
支
隊
長

八
木
沢
淳

（十
三
）

▼
支
隊
員

自
川
清
人

（相
内
）
、
島
津
護

（相
内
）
、
笹
山
善
和

（脇
元
）、

山
田
博
伸

（脇
元
）
、
秋
田
谷
貴

則

（十
三
）

つらそ̈『一］一呻『̈『̈一一中　】【口】（ゴま殊ゝ
｛」̈
一響「絆一が静和園を慰問

去
る
三
月
十
四
日
、
村
赤
十
字
奉
　
　
で
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ

仕
団
十
三
分
団

（団
長

・
梶
浦
志
保
　
　
さ
い
」
と
お
年
寄
り
た
ち
を
励
ま
し

子
）
団
員
ら
十
九
名
が
、
中
里
町
に
　
　
て
い
ま
し
た
。

あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「静
和

国
」
を
訪
れ
、
お
年
寄
り
を
慰
問
し

当
日
は
、
ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
な

ど
を
見
舞
い
な
が
ら
、
歌
や
十
三
の

砂
山
踊
り
な
ど
を
披
露
。
こ
れ
に
お

年
寄
り
た
ち
は
大
喜
び
し
な
が
ら
、

拍
手
や
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

団
員
ら

一
行
は

「ま
た
来
ま
す
の

FI】朦覇覇■挙〕
こ聞いていま

‐336
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家
衡
軍
敗
退
す

兄
清
衡
の
諌
言
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
家

衡
は
、
清
衡
が
軍
を
引
き
あ
げ
た
こ
と
を
聞

き
、
ま
す
ま
す
激
怒
し
て
裏
門
か
ら

一
日

一

夜
攻
撃
を
繰
り
返
し
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
国
衛
の
援
軍
に
勢
力
を
盛
り

あ
げ
た
真
衡
軍
は
死
に
物
狂
い
で
さ
か
ん
に

矢
を
射
か
け
て
ひ
る
む
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

両
軍
必
死
の
戦
い
が
続
き
ま
す
。
家
衡
軍

は
多
く
の
死
者
を
出
し
た
け
れ
ど
も
、
よ
う

や
く
に
城
戸

一
重
を
打
ち
破
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
も
の
の
、
敵
は
新
手
新
手
を
繰
り
出

国

し
て
戦
う
も
の
で
す
か
ら
、
流
石
の
家
衡
も

戦
い
の
不
利
な
る
こ
と
を
悟
り
、
怒
り
を
お

さ
え
歯
が
み
を
し
な
が
ら
陣
を
引
い
て
退
り

ぞ
き
ま
す
。
攻
撃
を
開
始
し
て
か
ら
二
日
目

の
夕
方
頃
で
し
た
。

そ
の
有
様
を
見
た
城
中
か
ら
は
ド
ツ
と
鯨

波
の
声
や
嘲
笑
う
声
ば
か
り
が
家
衡
の
耳
に

残
り
ま
し
た
。

義

家

、
真

衡

と

秀

武

を

召

す

真
衡
舘
の
戦
い
が
済
ん
で
、
正
経
と
助
兼

が
多
賀
の
国
府
に
帰
り
、
戦
い
の
様
子
を
詳

細
に
義
家
に
報
告
し
ま
す
。

聞
き
終
わ
っ
た
義
家
は
、
「清
原
家
の
者
ど

も
、
私
的
な
争
い
を
し
て
国
を
動
乱
さ
せ
民

を
苦
し
む
る
こ
と
は
重
罪
に
値
す
る
も
の
で

一
方
の
旗
頭
と
し
て
武
名
を
は
せ
た
秀
武
で

し
た
の
で
、
真
衡
の
大
勢
の
斬
り
込
み
に
も

決
し
て
負
け
を
取
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
戦
う
こ
と
十
余
日
で
も
勝
負
を
決
し

か
ね
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
、
国
司
義
家
か
ら
の
召
喚
状

を
持
っ
た
使
者
が
到
着
し
、
両
軍
に
使
者
の

口
上
を
述
べ
、
召
喚
状
を
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
両
人
か
ら
も
そ
れ
ぞ

れ
使
者
が
出
さ
れ
ま
す
。
結
局
に
お
い
て
一

時
休
戦
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
国
府
へ
参

上
す
る
旨
を
国
府
の
使
者
に
伝
え
ま
す
。
よ

う
や
く
、
そ
の
晩
方
に
な
っ
て
真
衡
も
四
方

の
囲
み
を
解
い
て
国
府
に
向
か
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
秀
武
も
翌
早
朝
に
陣
中
の
堅
め
を

厳
重
に
さ
せ
て
国
府
に
向
か
い
ま
す
。

真

衡

・
秀

武

和

睦

す

両
人
は
義
家
の
舘
に
参
上
し
て
義
家
と
面

接
し
ま
す
。
真
衡
も
秀
武
も
以
前
か
ら
義
家

と
は
顔
見
知
り
で
し
た
。

流
石
に
名
将
義
家
と
賞
さ
れ
た
だ
け
あ
つ

て
義
家
の
両
人
に
対
す
る
言
動
は
厳
し
い
う

ち
に
も
人
情
浴
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

「お
の
お
の
方
は
私
的
な
怨
み
か
ら
戦
さ
を

引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
両
方
と
も
罪
科
で
あ

る
。
上
は
朝
廷
の
威
光
を
忘
れ
、
下
は
国
民

を
苦
し
め
る
行
為
で
あ
る
。
義
家
は
国
司
の

任
を
拝
命
し
た
の
は
、
奥
州
に
下
向
し
て
昔

親
し
く
交
際
し
た
各
お
の
方
と
懐
し
く
昔
語

り
も
し
た
い
も
の
と
楽
し
み
に
思
っ
て
参

っ

た
の
に
思
い
の
外
の
こ
と
に
情
な
く
悲
し
み

の
限
り
で
あ
る
ぞ
。
た
と
え
、
少
し
ば
か
り

の
恨
み
が
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
義
家
に
相
談
し

て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
、
さ
て
さ
て
情
な
い

こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
ど
う
し
て
も
戦
い
を

す
る
な
ら
義
家
が
敵
と
な
っ
て
両
軍
を
征
伐

し
て
国
を
静
か
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
各

お
の
手
を
握
っ
て
は
如
何
か
。」
と
い
う
意
味

の
言
葉
で
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
両
人
は
涙
な
が
ら
に
今
後

の
誠
忠
を
誓
う
の
で
し
た
。
先
号
の
挿
絵
は

和
陸
の
場
面
で
す
。
和
睦
の
酒
肴
の
催
し
も

あ
っ
た
こ
と
も
絵
か
ら
読
み
と
れ
ま
す
。

義
家
は
直
ち
に
、
清
衡

・
家
衡
へ
も
召
喚

状
を
発
し
ま
す
。
清
衡
と
武
衡
が
召
進
に
応

じ
て
国
衛
へ
参
向
し
、
共
に
打
解
け
て
酒
肴

を
交
わ
し
ま
し
た
が
、
家
衡
だ
け
は
遂
に
参

向
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

家

衡

、

出

羽

に

移

る

兄
清
衡
は
、
弟
家
衡
が
国
府
に
参
向
し
な

い
こ
と
を
苦
慮
し
て
、
み
ず
か
ら
家
衡
の
舘

に
出
掛
け
て
諌
言
の
限
り
を
尽
し
て
参
向
を

す
す
め
ま
し
た
が
、
か
え
っ
て
清
衡
へ
も
反

抗
の
意
を
示
し
ま
し
た
の
で
、
再
び
袂
を
分

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
挿
図
は
清
衡
が
家
衡

の
舘
か
ら
帰
る
場
面
で
す
ヮ
清
原
家

一
族
が

皆
義
家
の
勧
め
に
よ
っ
て
和
睦
し
た
の
に
頑

と
し
て
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
、
出
羽
の
地
に
移
り
ま
す
。
出
羽
は
清
原

家
の
故
地
で
す
。
家
衡
の
気
骨
は
褒
め
ら
れ

る
べ
き
で
し
ょ
う
が
、
大
勢
に
暗
く
身
を
減

す
基
に
な
る
わ
け
で
す
Ｇ

徊
　枝しぁれ）赫噸「磁軸は蒙ｍ坤科̈

御
　
と
の経争
にあ
あ
のだ
ゆ
ら
、
填
衡

機
　
資
「
餓
投
崚
曙
卿
は
政理
へ否
餞
凱
接

輸
　
出
し
て呼
び
寄
せ
よ
。」と
命
じま
す
。

び
　
　
出
羽
では
、
真
衡
と
秀
武
が
昼
夜

再

　

も
休
ま
ず
に
戦
っ
て
い
ま
し
た
。
秀

晰
　囃̈
馴責耐動中詢岬〔離紗動は



情報をお寄せ<ださい

お し ら 世
役場の電話 は62-2111

市浦村の人口と世帯数

広報ιチろ (8)

平成8.5.1現 在

「ふるさと市浦会J

会員募集中″

昨年、関東地区周辺で暮らす市

浦村出身者が情報交換や交流親睦
の場となる「ふるさと市浦会」が
結成されました。市浦会では会員
を募集しています。
新入学、就職シーズンも終え、

関東地区周辺に暮らすこととなっ
たあなた…加入しませんか。また、
まだ加入されていない方など随時
募集しています。
>事業内容
・総会、交流会の実施
・「広報しうら」の送付
1そ の他

>年 会 費

3,000円

卜問い合せ先

東京都渋谷区笹塚 1-58-9

ふるさと市浦会・事務局

(事務局 伊南善仁 )

又は、役場企画財政課企画広報

係 まで。

:中の島プリッジバ■クが ||

1  ‐オニプンしています

十三湖中の島プリッジパークが

4月 1日 よリオープンしています。

居ながらにして星空が見られる

ケビンハウスゃ歴史民俗資料館、

オリジナルプログラムを投影 して
いるロマネスクドーム (プ ラネタ

リウム)な ど、見どころがいっば
いのプリノジパーク。また、自然
の中でのローラースケー ト、ゴー

カー ト、アスレチック場など、子

供達の遊びのワンダーランドとな
つています。

詳 しいことは、地域活性化セン

ター (862-2775)ま でお気軽にど

うぞ。

詳 しいことは、村教育委員会生

涯学習係 (862-3751)ま で。

年金を受け取つたら、
年金証薔を提出しましょう
老齢福祉年金を受けている

方は、4月 期の支払いを受け

たら国民年金証書を市町村の

役場に提出 して下さいc

これは平成 8年 の 8月 期の

欄に、新 しい年金額を記入す

るためです。

証書の提出が遅れますと、
8月 期の年金を受けられなく
なりますので、お早めに提出
するようにしてください。

学生のみなさん、国民年金
の力0入手続きはお済みですか

国民年金制度では、20歳か

ら60歳 までの40年間保険料を

納めることにより、満額の老

齢基礎年金が受けられる仕組
みになっています。

学生の方 も例外ではなく、

国民年金に加入することが義

務づけられています。

もし20歳になっても国民年

金に加入 していないと、将来

満額の年金を受けられなくな

り、在学中に障害が生 じても、

障害基礎年金が受けられなく

なります。安心 して楽 しい老

後を過ごすためにも、20歳 に

なったら国民年金に加入 しま

しょう。

一般的に学生には収入があ

りませんから、学生本人と親

元の所得が一定の基準以下の

場合には、申請すれば保険料

が免除されます。

詳 しくは、役場住民福祉課

国民年金係までにお気軽に。

相   内

後遺障

il

県内の交通事故概況
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だ
ん
だ
ん
、
ポ
カ
ポ
カ
と
陽
射
し

が
気
持
ち
の
良
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
仕
事
に
そ
し
て
、
レ
ジ
ャ
‥
に

活
動
的
に
な
れ
る
頃
で
は
あ
り
ま
せ

そ
ん
な
活
動
的
に
な
れ
る
頃
、
気

に
な
り
始
め
る

″花
粉
症
″
に
つ
い

て
、
考
え
て
み
る
事
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
に

″花
粉
症
″
と
は
、
春
先

に
い
ろ
い
ろ
な
花
粉
が
、
日
の
粘
膜

や
鼻
の
粘
膜
に
つ
い
た
り
し
、

①
く
し
ゃ
み
が
で
る
。

②
鼻
水
が
ズ
ル
ズ
ル
と
ま
ら
な
い
。

③
鼻
づ
ま
り
が
お
こ
る
。

④
目
が
か
ゆ
く
な
る
。

⑤
涙
が
出
て
、
腫
れ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
。

⑥
皮
膚
が
か
ゆ
く
な
る
。

と
い
っ
た
様
な
症
状
を
出
し
ま
す
。

同
じ

「く
し
ゅ
ん
」
で
も
、
カ
ゼ
と

花
粉
症
は
違
っ
て
き
ま
す
。

花
粉
症

の
気

に
な

る
季
節

囲
目
□

・
熱
は
、
微
熱
か
ら
時
に
高
熱
を
示

し
ま
す
。

・
く
し
ゃ
み
は
、
２
～
３
回
程
。

・
鼻
水
は
、
サ
ラ
サ
ラ
の
水
鼻
か
ら

粘
っ
こ
い
鼻
水
へ
か
わ
り
ま
す
。

・
期
間
は
、
き
ち
ん
と
受
診
し
て
い

れ
ば
、
だ
い
た
い
長
く
て
も

一
週

間
か
ら
Ю
日
程
で
す
。

目
□

□

・
熱
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
っ
て
も
微
熱
程
度
で
す
。

・
く
し
ゃ
み
は
激
し
く
、
時
に
は
連

続
十
数
回
と
い
う
こ
と
も
！

・
鼻
水
は
、
花
粉
の
飛
ぶ
シ
ー
ズ
ン

で
２
～
３
ケ
月
続
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
は
、
花
粉
症
を

持
っ
て
い
る
人
に
は
、
と
て
も
辛
い

頃
と
い
え
ま
す
。

花
粉
症
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
一
種
で

す
。
そ
の
た
め
、
治
し
方
は

「花
粉

症
に
な
る
前
か
ら
薬
を
飲
ん
で
予
防

す
る
方
法
」
と

「花
粉
症
の
症
状
を

軽
く
す
る
方
法
」
と

「数
年
間
か
け

て
花
粉
に
か
ら
だ
を
慣
ら
し
て
い
く

方
法
」
と
が
あ
り
、
根
気
の
必
要
な

病
気
で
す
。
治
療
の
た
め
の
薬
は
、

や
は
り
市
販
薬
で
は
な
く
、
個
人
そ

れ
ぞ
れ
の

『症
状
』
に
的
確
に
効
果

を
持
た
せ
る
た
め
、
診
察
し
て
も
ら

う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
治
療
＝
対
策
と
い
う

こ
と
で
、
外
出
す
る
時
は
、
マ
ス
ク

・
メ
ガ
ネ
等
で
花
粉
を
さ
け
、
こ
れ

か
ら
の
よ
く
晴
れ
た
風
の
強
い
日
も
、

常
に
危
険
が
あ
る
こ
と
を
頭
の
中
ヘ

入
れ
て
お
い
て
も
よ
い
の
で
は
…
と

思
い
ま
す
。

た
ま
の
休
日
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
の

も
い
い
で
す
が
、
心
身
を
鍛
え
て

『体
力
増
進
』

『
ス
ト
レ
ス
解
消
』

と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お

誕

生

奈
　
那

（相
内
）
哲
　
治

雄

大

（十
一こ

　

剛

涼

航

⌒十
三

泰

史

こ

結

婚（熊

　

本
）

十
　
　
一こ

車

　

力
）

大
　
　
田
）

神

奈

川
）

十
　
　
一こ

お
く
や
み

サ

（相
　
内
）
８８
才

一

（相
　
内
）
８８
才

仁

⌒相
　
内
）
３５
才

男

（十
　
一こ

８‐
才

せ

（桂
　
川
）
８７
才

相 中 柏

▽
坂 井 谷

▽

秋 高 三 佐 大   
― ― ―

蓉 松 和 藤 性    
佐 三 秋 煤 佐

き 正 達 勝 ヤ

▽ 月 藤 上 田 田 伯

裕  智 昭 美 信
孝   智

美  美 一 子 義
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あの感動を再び…。
姫神・十三湖コンサー ト

7月 27日 (土)l開催遺

'共

責:!

―

       ″――でこ一-4ノ ー多ゃこ―‐二あ一",こ―一二″

一

今年勝ひんじ感動む
与えてくれるのでしどうか。

一

月 一一。こ―トニ ノ ='゛ ヱ
`ト

ニ

ー

十

一 一


